
秋田県の近代化遺産総合調査

建造物研究室

秋 IIIL!i~近代化辿肢の総合前j査は，平成 2 年度から始まった。 対象物件を綱引1:的にひろいあげ

る第 1次部l査からスター 卜し 第2次司I，J査では リストアップされたがJ]，300件の物件のうち約 3

分のlを選定して， ìL~了(，:や現状に |刻するやや詳しい訪日査を災施した。 平成 3 年度は前年度まで

の成よtl:をうけて，とくに霊裂と思われる物件を57ヶ所]11f'1:選びだし，より詳細11な調査をおこなっ

た。第3次調査の対象物件は.産業関係 (4]ヶ所85件)・交通|品l係 (14ヶ所24件)・土木関係(2ヶ

所 2件)に分かれる。

産業に関わる遺産 出業，林業， ft蚕 ・製糸 ・織物救.鉱業(鉱LlI'?i1I庇1)，水力発電，痢逃 ・

隙造業などの諸産業にかかわる逃肢を部l査した。 ここでは ， 秋凹県の近代化を ~ftilliする担い手

として，とくに重裂な役WIJをはた してきた鉱山とilh日:1についてのべておく 。

私 l 日の鉱山 は，佐竹i鮮の J!~-im( と して近世-から稼動しており ， とりわけ阿仁銅山と院内j.j!山が

企図的にその名を知lられていた。維新後まもなく，小坂に C・A・ネ y トー，大誌に R・カー

ライ ル，阿仁に A・メッツゲル 院内にc.パンサ等の外国人が如月号され.鉱山技術の近代化

が1Jt.動しはじめる。その後，明治33年の小坂鉱山における自燃製糾j去の確立を契機として，鉱

山の近代化は大きく前進したが.ij没後.鉱石枯渇により IU'J鉱 ・休山があいつぎ，現在では，わ

ずかに小坂で銅の製糾業務が存続しているにすぎない。こうした斜陽化にともない， 続々と|刻

辿施設は撤去されてきたが，それでもなお多くの遺構が強り .鉱山全盛期の而i訟を伝えている。

とりわけ小坂鉱山には.45件もの|刻述施設が現存する。そのなかには小坂鉱山事務所(明治

381手)や康楽館 (1百J 43年/県指定文化!!n なとεの宏，jH(f胞な i.:~ )!Jl木造建築，旧延針"1場 ( lfiJ 3811~)

や屯練場(同42年)などのたu瓦建造物 さらに旧鋳造イ1:上場 (1古J37年)や元山浄水場il&.過室(同
38年)などの木'丹矧!1C壁の建造物がふくまれる。このほか，院内銀山の動力源として明治33年

に峻工し，現在なお近話1 : に~ t1力を供給しつづける儲山発泡i9í- は，秋凹 L~~ -M:古の発屯所迂i:Wtであり，

特典な石造近代建築として注目に{ilIする。

15. illl回も，やはり明j台の初めから， s. s.ライマンや E'ナウマンが，院内.JI!!川.i~~ 

川・ 以川などのilh回を制査し，良好なれ10百を確認していたが.経営にみあう機械操業:が可能に

なったのは，大正末年からである。 しかし近年， ill耐の品!iiMから次々に1lh聞は閉鎖され，現

在なお探illiを続けているのは|境内 ・組リ11. :u川の3地区のみとなった。

これらのilll凹では，いずれもロータ リ一式の機械掘りをおこなっている。仁賀保IIIfの院内ilh

旧を例にとると，大正1 211~以来394 の illI :J 1のLがほられたが，現在稼動中の井戸は89坑で . 9ケ所

のポンピング ・ パワー (P p) が健在である 。 pp とは， 組数のi ll l :J l : を開削するための動力 iJJ;[を :~.:

l床し.30-50馬ブJのモーターが州えつけられている。このモーターによ って生じる縦回転辿動を.

4オパン ドというTtl(径約 5rnの鉄製リ ングによって横回転辿1UJに変換し. さら に材パンドの下に
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とりつけたエキセント 1)"/クによって水平方lilJの杭復運動を生じさせる。このエキセン トリッ

クに10本あまりのプー リン ク・ロッ トをひっかけ，そこにワイヤーロープをつないで， ;j(II寸t

復逝励をirll:J1ーに伝達し，採集ポンプの{立ji'i:でこの水平方lilJの)Jを垂il!(方lilJの往復逆動に変換し

て，illlとガスをくみあげるのである。きわめて素朴な:t:silll手法ながら，近代H託業技術の九i問;を

示す生き ~iE人と して，口頭;な逃肢のーっといえよう 。

交通・土木に関わる遺産 |注上交通(迫路橋梁 ・鉄橋 ・トンネル ・駅舎 ・機|羽車W)とがiii:上

交通およびi在的施設 (防波技t . 倉庫 ・ 台場跡・上水道水iJ~[地出堤 ・ 砂|坊tl~ :t)ü に|品!する遺産を

部j査した。交通関係のj立産のなかには，江戸H寺代後期lに遡るものもふくまれている。尚磯森台

場跡 ・金iili谷場跡などの幕末の軍事施設 18世紀から建造されていた波|徐石垣.さらに佐竹秋

田滞の務tiであった土111(.[淡御悩などである。建築史的には， 土111年淡に伐る 4練の企Ii1Iがとくに

注目される。4，悦のうち 2械は械J守柱上のJi].)J.j木で練木をうける古風な椛iiiをもち，~~の }~ll

剖lも進んでいるので，幕末以前に遡ることはtltJjJ]1いない。一方，素朴なキングポス ト・ トラス

を梨けたのこりの 2械は 文書記録により明治]3{1~の建造と知られる秋田県JI.z古の洋小出建築

である。I.. Jじiiu:j)s系の倉時でも， II;~ 

と思われる9船;丹j川i港巷の旧均船{n}川合E雌|巨I . 米i合Tは，土械の外壁を石リ~J~ りにした力強い外観をもち， 1)吋li

の小}_3-Hd lにはキ11小1匿とよ'(，小屋の:t)r !l~梨ì lYj: を採用している 。 し寸2れも，秋田の地域性をつよく感

じさせる近代産業建築といえよう。

文化財としての近代化遺産は r生きている」対象として保持対策に多くの性Iljilfをともなう。

また近代産業1/It:iilの解体のなかで j必絶の危機にさらされているfYtlも少なくない。 しかし， 日

本各地で花I1~J いた近代イヒの係史を J-lー体的に物百ff る遺産としての官11耐-は大きく，保存と活用のた

めの早急な対応が盟まれる。

調査の成来は r秋田県の近代化遺産 一日本近代化退院総合前!査報告書一J (秋聞県教育委員

会， ]992年3J'J)として刊行した。 (浅川i*f.男)

I LI こlニ附淡i制IïI~U (l O-~J ' :í~)I I") 

小紋鉱111事務所 ILlU[lJII氷1.'iWi而|立l
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